
科目 講義内容講師

9：00～10：30 11：00～12：30 13：30～15：00
17：30～19：00 19：20～20：5015：30～17：00

１限 ２限

６限５限

３限

講義内容

申込方法
ご希望講座とご希望校舎（右記参照）を
お電話にてファーマプロダクトへ
お申し込みください。科目別に申込みできます。
各校舎とも定員になり次第、申込を締切ります。
後日、振込先の詳細と受講票をお送りいたします。
教材は受講校舎にて、１コマ目の受講の際に
お渡しいたします。

対応するSBOは、ホームページをご覧ください。 http://www.pharmaproduct.co.jp

６月から 8月と 12月に行われたファーマプロダクトの「CBT対策・国試対策」講義が代々木ゼミナール
24校舎の個人ブース席で受講できる！下記ブース使用時間表に従い、お好きな時間を予約して、受講できます。
１週間に１コマずつでも、１日で 5コマでも、自分の予定に合わせて、受講できます。
つまり「自分だけの時間割」「自分のペース」で受講できる！
また、受講期限までの土曜・日曜・祝日は、代々木ゼミナール受講校舎の自習室を使用することができます。

札幌校

仙台校
高崎校

大宮校

湘南キャンパス

柏校
津田沼校

本部校代ゼミタワー

池袋校

立川校

町田校
横浜校

新潟校

浜松校
名古屋校

京都校

岡山校

大阪校
大阪南校
神戸校

広島校

福岡校
小倉校

熊本校

←　校舎案内・詳細地図はこちらからどうぞ。

代々木ゼミナール校舎一覧

（［５］校舎案内をクリックしてください。）

４限

月曜～土曜：１～６限　日曜・祝日：１～４限

※校舎により、機器メンテナンス等の理由で、閉室、または利用時間縮小となる日があります。

薬学共用試験 (CBT) 対策 第95回薬剤師国家試験対策
通学DVD講座 大好評につき３/19まで受講期限延長！

１．処方せんの基礎      ２．相互作用    ３．医薬品の副作用    ４．医薬品添付文書
５．処方せん鑑査と疑義照会

１．神経系の構造・分類　　２．伝達物質と受容体　　３．自律神経の構造と機能
４．拮抗二重支配　　５．細胞内情報伝達系（受容体）  ６．自律神経系に作用する薬

１．電磁波　　２．紫外可視吸光度測定法　　３．蛍光光度法
４．赤外吸収スペクトル測定法 (IR)　　５．核磁気共鳴スペクトル測定法（　H NMR）

１．電子配置と混成軌道　　２．芳香族性　　３．立体化学
４．求核置換反応（SN1,2 反応）　５．求電子置換反応（SE 反応）　　　
６．酸・塩基の強弱

１．生体成分の代謝
①糖質の代謝　　②脂質の代謝　　③アミノ酸の代謝
　

１．薬剤師法　　
２．薬事法
１．医薬品の研究開発
①研究開発の流れ　　②非臨床試験とGLP　　③臨床試験とGCP　　④ 治験の実施
⑤医薬品の製造管理および品質管理とGMP　　⑥製造販売後調査等とGPSP と GVP・GQP
１．医療制度　　２．健康保険法　　３．国民健康保険法
４．介護保険法　　５．保険請求
　

１．食中毒　　２．化学物質の代謝・代謝的活性化　　３．化学物質による発がん

１．薬物の体内動態
①吸収（受動・能動・促進）　　②分布（タンパク結合）　　③排泄（腎、胆汁）

70 分 ×5コマ

70分 ×5コマ

70分 ×5コマ

70分 ×10コマ

70分 ×5コマ

70分 ×5コマ
70分 ×5コマ
70分 ×5コマ
70分 ×5コマ

70分 ×5コマ
70分 ×5コマ

70分 ×5コマ
70分 ×5コマ

加藤富紀子

伊藤文子

亀卦川としえ

青江麻衣

今川敦

南智史

齋藤篤

齋藤篤

小林美保子

守ヶ洞順

守ヶ洞順

伊藤瑞記

西井健一
１．筋　　２．末梢性筋弛緩薬　　３．局所麻酔薬
４．利尿薬

薬局病院実習事前学習（調剤学）

衛生薬学

薬物動態学

有機化学「反応編」

機能形態学・薬理学③

薬事関係法規・制度③
薬事関係法規・制度②
薬事関係法規・制度①

機能形態学・薬理学②

生化学

基礎有機化学

機器分析学

機能形態学・薬理学①

※１

※１

１

ブース使用時間
受講料にはプリント代・消費税が含まれております。70分 ×5コマ：12,000 円　70分 ×10コマ：24,000 円

全席に液晶モニター・ヘッドホンを設置。
周りを気にせず、集中して学習できます。

※１：表面記載の 12月に行われる講義は、講義日の１週間後からの受講となります。

１．ハロゲン化アルキルの反応 　 　２．アルケンの反応　　３．カルボニルの反応   
４．カルボン酸誘導体の反応

１．抗菌薬　　①細胞壁合成阻害薬　　②タンパク合成阻害薬　　③核酸合成阻害薬
２．抗ウイルス薬　　①抗ヘルペス薬　②抗インフルエンザウイルス薬　　③抗HIV 薬

03-3369-8188 http://www.pharmaproduct.co.jpお申込は くわしい講義
内容については

（平日 9：30
～17：30）


